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Synopsis 

An unfamiliar bass, 21.8 cm SL was collected by lure fishing from a pond, Gose City, 2016. The bass was identified as 

Smallmouth bass, Micropterus dolomieu dolmieu Lacépède, 1802, by having radial stripes directing posteriorly on 

post-ocular portion, a small gape, and connection between spinous and soft rayed portions in dorsal fin. Generally, the 

bass becomes an invasive alien fish in the eastern Japanese waters, while its catchment this time, is the first official record 

from Nara Prefecture and the first from the Yamato river system as well. 
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1. 背 景

コクチバス Micropterus dolomieu dolomieu

Lacépède, 1802 はサンフィッシュ科 Centr- 

archidae に分類される極めて強い魚食性をも

つ北米原産の淡水魚である。現在、我が国で

はオオクチバス M. salmoides と同じく釣りの

対象種として人気がある。本種は 1925 年、神

奈川県芦ノ湖にオオクチバスとともに移殖さ

れたが定着しなかった。その後、1991 年に長

野県野尻湖で初めて確認されて以来、さまざ

まな河川や湖に拡散し始めている（淀・井口, 

2003b; 外来魚影響・対策研究会, 2011）。その

ため、2005 年 6 月に施行された「特定外来生

物による生態系等に係る被害の防止に関する

法律（平成 16 年法律第 78 号）」に基づいて特

定外来生物に指定され、無許可での飼育や運

搬が禁止された。本種はオオクチバスに比べ

て冷水環境や流水環境を好むため、コクチバ

スが侵入することにより、これまで肉食性外

来魚の影響を受けてこなかった流水環境のさ

まざまな在来水生生物に、甚大な影響が及ぼ

すことが危惧される（淀 , 2002; 淀・井口 , 

2004a）。 

これまで、本種は主に東北地方や長野県な

ど比較的寒冷地のみで確認されていたが

（淀・井口 , 2003a; 淀・井口 , 2004b; 片野, 

2005）、1995 年に琵琶湖で、2014 年には淀川 
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水系木津川で本種の侵入が記録されるなど

（小西・川瀬, 2014）、西日本での報告も増加

している。さらに今回、大和川水系でコクチ

バスと考えられる個体が奈良県内にて採捕さ

れた。そこで詳細に同定を行ない、本報にお

いて記録する。 

 

2. 材料および方法 

 

対象となった魚は奈良県御所市のため池で

釣獲された個体である。測定後、本報告で用

いた個体については近畿大学登録標本

（KUN-P-45312）に登録，保管した。 

 

採集地 

奈良県御所市内は、県内の西中部に位置し、

奈良盆地の西南端を占め、市内を流れる河川

はすべて大和川水系に属する。詳細なため池

の位置情報については、特定外来生物拡散防

止の観点から、本報告内では非公開とする。 

 

形態計測 

魚体の左体側を計測し、各項目の計測・計

数は主に Hubbs and Laglar（2004）に従い、中

坊（2013）も参照した。計測方法については

ノギスを用いて行なった。計測項目は全長

（Total Length）、標準体長（Standard Length）、

頭長（Head Length）、吻長（Snout Length）、

両眼間隔（ Interorbital Width）、眼径（Eye 

Diameter）、体高（Body Depth）、体幅（Body 

Width）、尾柄長（Caudal Peduncle Length）、

尾柄高（Caudal Peduncle Depth）、背鰭前長

（Predorsal Length）、尻鰭前長（Preanal fin 

Length）、腹鰭前長（Prepelvic Length）、胸鰭

長（Pectoral-Fin Length）、上顎長（Upper-jaw 

Length）の計 14 ヶ所、計数項目は背鰭条数

（Dorsal fin rays）、尻鰭条数（Anal fin rays）、

有孔側線鱗数（Pored Lateral Line）、側線上方

鱗数（Scale Above Lateral Line）、側線下方鱗

数（Scale Below Lateral Line）の 5 ヶ所とした。 

 

3. 結 果 

 

外部形態 

生鮮時、体色はオリーブグリーン色を示し、

体側に横帯が見られた。ホルマリン固定後の

色彩は黒紫色を呈し、体の腹縁側は灰白色と

なった（Fig. 1）。 

提供個体では、主上顎骨後端は目の後縁ま

で達せず、上顎長は体長の 13％であった。側

線上横列鱗は細かく、その数は 12 であった

（Table 1）。一般に，オオクチバスでは主上

顎骨の後端が眼の後縁を超え、上顎長は体長

の 16.1～19.7％、側線上横列鱗は比較的大きく、

その数は 7～9 とされる（中坊, 2013）。 

加えて、提供個体では、体側の斑紋が虎斑

柄を呈し、第１背鰭と第２背鰭が連続し、背

鰭および臀鰭の付け根まで鱗が見られた。 

Fig. 1. Micropterus dolomieu dolomieu, collected from a pond, Gose City, Nara Prefecture, 

KUN-P-45312, 21.8 cm SL. Left side of the body was slightly damaged. 
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以上の特徴により提供個体はコクチバスに

同定された。 

 

4. 考 察 

 

御所市内で採集されたブラックバスはコク

チバスであった。今回の提供個体は 1 個体の

みであったが、同地点は過去にも複数個体捕

獲され、2016 年 8 月には 4 ㎝前後の小型個体

も釣獲されており（採集者私信）、すでにコ

クチバスは池内で再生産・定着していると考

えられる。また、今回の発見地点はため池と

いう閉鎖水域であったが、今後大和川本流へ

拡散した場合、本種の河川適応性や冷水耐性

により大和川流域全体がコクチバスに脅かさ

れる可能性があると考えられる。 
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Table 1 Counts and mesurements of Micropterus 

dolomieu dolomieu for KUN-P-45312 


